
 様式３ 

応募調書（アイデア部門） 

   都道府県 鹿児島県 

市町村名  長島町 

アイデア名称 NAGASHIMA DIGITAL SCHOOL PROJECT 

連携自治体、企

業、団体等 
横瀬町，（一社）熱意ある地方創生ベンチャー連合,KDDI㈱ 他 10 社以上 

デジタルを活用

したアイデアの

概要（デジタル

を活用したアイ

デアの全体概要

と解決する個別

課題の具体的内

容） 

（種類） ①  
（左記が①の場合

の分野） 

教育，子育

て，観光等 

【デジタルを活用したアイデアの全体概要】 

〇 「デジタルを活用した新しい教育の形」を文化として継承するための， 

サテライトオフィスを開設。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

〇課題①②が顕在化しており解決策を見いだせない状況であったが，デジタ

ルの活用で解決に向けた道筋を見出すことができたため。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

① コロナウイルス感染症の蔓延により，当町は島内の年 10 回のイベントや

島外での PR 活動のほとんどを中止させた。よって，当町の経済は大きな

打撃を受け，また，人員交流もビジネスやプライベート関係なくストッ

プしており，島内全体の雰囲気も芳しくない状況が続いている。 

② 当町には学習塾が少なく，都市圏と同水準の学びを受講するためには，

島外へ片道１時間をかけ両親や近親者が送迎を行う。送迎者は受講中，

近辺で待機し３時間の受講のため少なくとも５時間以上／日の時間が必

要であり，時間的制限により学びを断念する生徒も多い。また，①と同

様に島外への移動に関し，自粛を余儀なくされることで学びを抑制せね

ばならない状況であった。 

 

 

デジタルの活用

により目指す成

果（数値） 

 

令和７年度末達成目標 

① 施設を利用する企業数  10 社 

② 施設を利用する企業における，所在都道府県外の企業数  6 社 

③ 施設の利用者数 2,500 人 

④ 施設の利用者のおける，所在都道府県外の利用者数の割合  50％ 



本アイデアの特

徴的な点やデジ

タルの活用にお

いて工夫した点 

【特徴的なデジタル活用】 

・テレワーク環境やオンライン学習等はもちろんのこと，当センターは 1ha 以

上のミカン農場でスマート農業を展開予定。遠隔（デジタル）で育てたミカン

をミカン狩り等（リアル）で体験することができる。 

【自治体との連携】 

・埼玉県横瀬町や北海道東神楽町とワーケーションやイベントで連携予定。 

両町は，当町同様にデジタル田園都市国家構想推進交付金のテレワークタイ 

プでサテライトオフィスを構築（予定）しており連携を謳うことで，今回の 

目的だけではなく，情報連携を行い「小さな自治体 DX」を実現したい。 

【包括連携協定企業や団体との連携】 

・(一社)熱意ある地方創生ベンチャー連合のネットワークやコミュニティー 

マネージャーを活用した集客 

・㈱阪急交通社，㈱キッチハイク，㈶鹿児島海技センター，㈱Skyer と連携し， 

資格取得に特化したワーケーションツアーの開催 

・オンライン学習塾と連携し，地域の学習の場「マンダリン塾の開講」 

今後の展望 

〇多くの自治体や企業と共に新しい学びの文化を醸成したい 

 近隣地域の生涯学習施設としてはもちろんのこと，日本各地の自治体と連携 

を深めていくことで，デジタルを有効活用した新しい教育を実現したい。特 

に地方の小中学生には早い段階からデジタルに触れる環境下で生活を営ん 

でもらい，都市圏と遜色のない学びを提供し，地域ならではの体験を加える 

ことでその学びを深くし，その地域の出身に誇りをもった社会人として活躍 

できる人材を育成したい。 

 
 
  



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


